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1 月 8 日 13:30-17:30 シンポジウム１

「日本の分類学の現状と展望」

  

中山　剛（筑波大学）

　　「原生生物分類学の現状と展望」

細矢　剛（国立科学博物館）

　　「日本の菌類分類学の歴史・現状・展望」

加藤雅啓（国立科学博物館）

　　「植物分類学に対する期待」

矢部　衞（北海道大学）

　　「日本の魚類分類学：現状と展望」

戸田正憲（北海道大学）

　　「ゲノムベースの分子系統学に向けたささやかな試みと

　　 系統と分類体系の問題：ショウジョウバエ科の場合」

1月 9日 10:00-15:00 シンポジウム２

「遺伝子で記述する生活史形質の多様性」

 

吉田健太郎（岩手生物工学研究センター）

　　「ゲノム情報から生物間相互作用に関与する遺伝子に迫る

　　 ―植物・微生物間相互作用を例に―」

森長真一（東京大学）

　　「植物の分布と適応：ゲノムが語る低地と高地の形質分化」

奥山雄大（国立科学博物館）

　　「多様な生活史形質を決定する遺伝子の探索：

　　 非モデル生物で行う多種間比較オミクス」

大島一正（基礎生物学研究所）

　　「絵かき虫の遺伝学：餌とする植物はどのように決まっているか」

細川貴弘（産業総合技術研究所）

　　「共生微生物が引き起こす昆虫類の多様化：その分子機構にせまる」

主催 日本分類学連合（http://wwwsoc.nii.ac.jp/ujssb/） 
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